
学年 科目 

現代文 

科目 

古典 

聖心の特色 文学的文章 論理的文章 文学史 その他 散文（物語・随筆） 韻文（詩歌） 文学史 文法 その他 
小説・随筆 詩歌 評論 

12 年 

（高３） 

論理国語（必修） 
 

 

 

 

様々な事象を人間が抱える普遍的な問題として深く考え、自己の確立に繋げる。 古典講読（選択） 

〔古文〕 

古典作品を味わい、背景となる日本や中国文化、歴史に対する理解を深めるとともに普遍的な人間の思いに触れる。 〈９年～１２年〉 
漢字コンテスト実施 

外部コンテストへの
参加の奨励 

古典学習の内容の
精選、及び配当順の
工夫 

〈１２年〉 
選択科目における発
表形式授業（大学ゼ
ミ初歩程度）の実施 

〈１０年〉 
歌舞伎鑑賞教室実

施 

〈９年〉 
本格的な古典学習の

開始 

作者の思想と作品との関

係を考え、近代社会への

批判や提言を読み取る。 

 近代日本の代表的な評論

を通して、日本人の思想や

価値観の形成過程を知る。 

筆者の思考の展開や独創

的な批判に込められた工

夫を知る。 

文学史上の主要な
作品の冒頭文を読
む。 

日本の近代文学史

の流れを理解する。 

幅広い領域で必要と
なる語彙力に繋がる 
漢字力を定着させ

る。 

辞書や資料を活用し
て、自力での原文読解
に挑む。 

作品の成立背景や他
作品との関係なども踏
まえながら読解し、解釈
を深め、味わう。 

 作品に即して、時代

背景とともに整理す

る。 

これまでに習得した文

法事項を、原文読解、

鑑賞に繋げる。 

読解に必要な語彙や
古文に関する知 
識を整理して習得す
る。 

読解に必要な語彙や
漢文に関する知 
識を整理して習得す

る。 

近代日本文学 
（選択） 日本の近代文学の流れをたどりながら、「文学研究」の方法を学び、自己の思想や感性を深める。 〔漢文〕 自力での訓読に挑む。

文中の比喩や含蓄を読

み解く。 

  句法を整理する。 

作家の実人生と作品との関連性や時代から受ける

影響の有無などと併せて作品研究を進める。 
 日本の近代文学史

の流れを正確に理

解する。 

割り振られた作品に
ついて、レジュメ作
成、発表を行い、 
ディスカッションを行

う。 

文学史上主要な作品を丁

寧に分析し、作者から投

げかけられているメッセー

ジについて深く考える。 

詩歌の近代化の足跡に

沿った代表的な作品を

読む。 

１１年 

（高２） 

論理国語（必修） 
批判眼を持って社会の事象を理解し、自己の思想や感性を深め、論理的に表現する。 

古典（必修） 

〔古文〕 

古典作品を読み、背景となる日本や中国文化、歴史に対する関心を深めるとともに普遍的な人間の思いに触れる。 

近代的自我の確立過程を知り、自らの自我意識を

認識する。「近代」に対する認識を持つ。 
異なる他者の思想に触れ、
それを受け入れる思考の
柔軟性を持つ。 
筆者の思考の展開や独創
的な批判に込められた工
夫を知る。 

内容の理解のための客観

的な文章分析方法を身に

付け、適切に要約する。 

取り上げる作品の作

者に関する知識を学

び、その文学史上の

位置を知る。 

常用漢字を超えて、

語彙力に繋がる漢

字力を身につける。 

作者の個性的な視点を
通して、平安時代の後
宮社会に触れる。 
同じ歴史的事象を扱っ

た複数の作品を比較す

る。 

三大歌集から主要な作

品を読み、その特徴を理

解する。 

古典文学史の概要

を学ぶ。 
文語文法の応用力を
つける。 

敬語の用法を学ぶ。 

読解に必要な語彙（古

文単語）を増やす。 

作者の思想と作品との関

係を考え、近代社会への

批判や提言を読み取る。

現実離れした設定の狙い

を正確に捉える。 

近代詩の主な作品を読
みながら文学史の流れ
を把握する。 

文語体の作品にも慣れ

る。 
〔漢文〕 中国史に関連する作品

を読む。 
 日本との関連性の高

い作品に関しては、
文学史上の位置を
知る。 

句法を学ぶ。  

現代文演習 

（選択） 身の回りの出来事や現代社会における諸問題について客観的・批判的・多角的な視点を獲得する。 

  様々なテーマの評論文を

読む。 
 作品に関するディス

カッションや要約、

小論文作成を行う。 
１０年 

（高１） 

現代の国語 
（必修） 

自己の体験可能範囲を超えた事象の分析を通して、その意味を問う。 
言語文化(必修） 

〔古文〕 

古文・漢文を読み、正確に内容を捉え、日本や中国文化に対する関心を深める。 

作者の視座から作品を読
む。 

作品と作者との関連性を

学ぶ。 

近現代の短歌の主な作

品を読む。 
哲学的倫理的なテーマを
扱った作品を読む。 

評論特有の語彙や言い回

しに慣れる。 

取り上げる作品の作

者に関する知識を学

び、その文学史上の

位置を知る 

常用漢字を超えて、

語彙力に繋がる漢

字学習を行う。 

様々なジャンルの文章を読み、それぞれの特徴

を知る。古典から材をとった近代文学を読み、比

較する。 

 文語文法を定着させ

る。 
読解に必要な語彙（古

文単語）を増やす。 

〔漢文〕 
故事成語や中国史に

関連する作品を読む。 
  再読文字や重要句法

を学ぶ。 
 

９年 

（中３） 

 文章を正しく理解、表現することを通して、ものの見方や考え方を広げ、深める。 

〔古文〕 

古文・漢文を読み取るための基礎知識を身につける。自国の文化、伝統について関心を深める。 

小説読解についての基礎

知識や技法を学ぶ。 
近現代の俳句の主な作

品を読む。 
結論に至るまでの道筋を

正確にたどる。 
日本文学史（上代～

近代）の基礎的事項

を学ぶ。 

常用漢字の読み書

きの定着を図る。 
古文の文体に慣れる。   用言を定着させ、助動

詞を学ぶ。 
読解に必要な語彙（古

文単語）を増やす。 

〔漢文〕 
故事成語に関連する作

品を読む。 
唐代の有名な作品を読 
み、中国の詩の形式を

知る。 

 訓読に慣れる。  

 

  言語を通して思考を深め、確かな批判力に根ざした自己の思想を生み出し、同時に他者を理解し、共感し合う力をつける。日本の文化・伝統・歴史への理解を深め、他国の人々に伝える力を養う。 
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探究学習

学年 聖心の特色 内容
12年 4月末 テーマ最終確認(メンターに報告)
探究 週2時間の探究の時間に 7月 第2次中間報告

個々に探究する 　内容：進捗状況，記録提出までの計画
11月 記録提出（メンターに提出）

提出形態：動画や音声付きスライドショー（10分以内）

発表
　内容：タイトル・目的と概要・探究の過程

1月 動画の鑑賞，優秀賞選出
優秀賞のプレゼンの選出
要旨提出（メンターに）

11年 4月 アンケートやインタビューの結果提出
探究テーマの調査 個々の関心に沿って，テー 講演会，ワークショップに参加したり，文献にあたり，記録を蓄積する。

マを調査する 7月 午前授業の午後 講演会：研究者・創作者・活動家の方の講演会・パネルディスカッション
~9月
10月 記録の提出
1月 2週目午後の１時間 第1次中間報告（グループに分かれて）

　内容：進捗状況，テーマを絞るための今後の計画
2024年度以降 12年生の探究の優秀賞プレゼンを聞く。

2月 メンター決定，適宜メンターと顔合わせ

10年 7月 午前授業の午後 講演とワークショップ「探究とは何か」　
探究領域の調査 浅く広く，自らの興味に 他学年宿泊行事初日 午前：ガイダンス１　探究に必要なスキル（探究の体験談）文系（全体）・理系・芸術系

目を向ける 午後：研究者・創作者・活動家の方の講演会・パネルディスカッション　
探究の手法を知り，練習する 夏休み課題 興味のあるもののキーワード5~10個を理由とともにワークシートに記入する

10月 みこころ祭翌週LHR キーワードの発表・共有（授業のグループに分かれて）
ガイダンス２　文献検索の方法・創作の方法

課題 キーワードの中から3つ以上選び，実際に動き，探究する。
1月 冬休み明け2週目LHR キーワードに関する探究の記録の発表（授業のグループに分かれて）

3月 答案返却1日目午後 ガイダンス３　アンケートやインタビューの方法
春休み課題 キーワードに関連するアンケートやインタビューの実践

　内容：タイトル・目的と概要（探究の動機，何をどうしようとしたものか）・探究の過程(結果)と
考察(どのような手法を利用して実施したか。何ができ，何ができなかったか。)

～冬休み前

　サードステージ目標
「探究のサイクル」（探究→発表→共有→探究）を意識させる。
「探究のサイクル」を実践し社会と繋がる。自己・他者・社会
　探究に決まった型はない。自由に楽しむ。



探究学習

学年 聖心の特色 内容
12年 4月末 テーマ最終確認(メンターに報告)
探究 週2時間の探究の時間に 7月 第2次中間報告

個々に探究する 　内容：進捗状況，記録提出までの計画
11月 記録提出（メンターに提出）

提出形態：動画や音声付きスライドショー（10分以内）

発表
　内容：タイトル・目的と概要・探究の過程

1月 動画の鑑賞，優秀賞選出
優秀賞のプレゼンの選出
要旨提出（メンターに）

11年 4月 アンケートやインタビューの結果提出
探究テーマの調査 個々の関心に沿って，テー 講演会，ワークショップに参加したり，文献にあたり，記録を蓄積する。

マを調査する 7月 午前授業の午後 講演会：研究者・創作者・活動家の方の講演会・パネルディスカッション
~9月
10月 記録の提出
1月 2週目午後の１時間 第1次中間報告（グループに分かれて）

　内容：進捗状況，テーマを絞るための今後の計画
2024年度以降 12年生の探究の優秀賞プレゼンを聞く。

2月 メンター決定，適宜メンターと顔合わせ

10年 7月 午前授業の午後 講演とワークショップ「探究とは何か」　
探究領域の調査 浅く広く，自らの興味に 他学年宿泊行事初日 午前：ガイダンス１　探究に必要なスキル（探究の体験談）文系（全体）・理系・芸術系

目を向ける 午後：研究者・創作者・活動家の方の講演会・パネルディスカッション　
探究の手法を知り，練習する 夏休み課題 興味のあるもののキーワード5~10個を理由とともにワークシートに記入する

10月 みこころ祭翌週LHR キーワードの発表・共有（授業のグループに分かれて）
ガイダンス２　文献検索の方法・創作の方法

課題 キーワードの中から3つ以上選び，実際に動き，探究する。
1月 冬休み明け2週目LHR キーワードに関する探究の記録の発表（授業のグループに分かれて）

3月 答案返却1日目午後 ガイダンス３　アンケートやインタビューの方法
春休み課題 キーワードに関連するアンケートやインタビューの実践

　内容：タイトル・目的と概要（探究の動機，何をどうしようとしたものか）・探究の過程(結果)と
考察(どのような手法を利用して実施したか。何ができ，何ができなかったか。)

～冬休み前

　サードステージ目標
「探究のサイクル」（探究→発表→共有→探究）を意識させる。
「探究のサイクル」を実践し社会と繋がる。自己・他者・社会
　探究に決まった型はない。自由に楽しむ。



― 1 ― 

宗教 

サードステージ 目標  
・キリスト教的価値観に基づく思考力、判断力、実践力を養い、それに基づき自分の生き方を選択する。 
・キリスト教的価値観に基づく共同体作りを目指す。 
・キリスト教的価値観、カトリック教会、聖心女子学院の教育について大人としての理解を持てるように客観的な知識を学ぶ。 
・宗教リテラシーを学ぶ。 

 

学年 

神 

イエス・キリスト 

聖書 祈り 自己 社会･倫理･環境･生命･性 ミサ 教会 聖心女子学院 行事 

12年 

・キリスト教における神の愛 
・イエスの「信じ、ゆるす」姿勢 

 
 
 

全校朝礼の祈りの

準備 
 
―祈りをとおして

体験する静けさ

や沈黙を共同体

として共有する

ことに価値を置

き、神と他者とつ

ながる体験を味

わう 
 
―沈黙を自分のも

のとして深めて

いく 
 

・自己の価値観の明確化 
・女性としての生き方 
・自立と召命 
独身・結婚・修道生活 

いのちの尊厳 
―出生前診断 
―障害のある人のいのち 
―ジェンダー 
―宗教リテラシー 
―フランシスコ教皇回勅

「ラウダトシ」 

 現代社会の課題に対する 
カトリック教会の考え方 
 

聖心女子学院が大切にし

ている価値観 
 

創立者祝日 
聖母戴冠式 
みこころの祝日 
感ずべき御母の祝日 
フィリピン・デユシェーン

祝日の祈り 
百合の行列 
クリスマス・ウイッシング 
練成会・黙想会 
 
＊クリスマス前に「プラク

ティスを行い、祈りと実践

的な行動を合わせ心の準備

をする 
 
 
※信徒の生徒のために教会

の典礼に合わせた儀式やミ

サなども行う 
・ロザリオの祈り 
・死者のためのミサ 
・灰の式 
・四旬節 
・ゆるしの秘跡 
・復活祭 
 

11年 

人々との関わりの中で表される、 
イエスが伝えた神の愛 

新約聖書の 
舞台（地理・文化・思

想）の理解を深める 

罪に傾きやすい人間の弱

さへの理解 
 

効率主義、利益主義に対す 
るキリスト強的価値観 

 日本キリシタン史 
―フランシスコ・ザビエ

ルから1863年キリシタ

ン禁制の高札撤去まで 

創立謝者聖マグダレナ・

ソフィア・バラの伝記（モ

ニック・リュイラー著）を

読む 

10年 

旧約聖書の神とイエス・キリスト 
の一貫性 
 
 
 

旧約聖書 旧約時代から築き上げ

た、神と人間との関係か

ら見える真の人間の姿を

学び、同時に神に創られ

たありのままの自分の姿

に気づく 
 

神と人間との間に交わされ

た契約（約束）を守る、神中

心の社会について理解する 

旧約時代の過

ぎ越し祭とミ

サとの関係を

学ぶ 

・イエス誕生までのイス

ラエルの歴史 
・新約聖書と教会の成立 

 

９年 

「イエスの受難と復活」、「イエス

のみ心」に焦点を合わせ、イエ

スの生き方を学ぶ 

新約聖書 
使徒言行録とパウロ

の手紙を読む 

自分がどのような価値観

をもった人間か考える 
善悪の判断・良心・命の尊厳 
についてキリスト教的価値 
観に基づき考える 
 

 使徒パウロについて学 
び、初代キリスト教会の 
発展の経緯を理解する 

聖心女子学院の聖人、 
聖マグダレナ･ソフィア･

バラ、聖フィリピン･デュ

シェーンの生き方を改め

て学ぶ 
 
 




